
 

 

 

吸収合併に係る事前開示書面（変更） 

 

 

（会社法第794 条第1 項及び会社法施行規則第191条に基づく事前備置書面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年５月２７日 

株式会社プレナス 

 

 

 

 



 

2022年5月27日 

 

株式会社プレナス 

代表取締役社長 塩井辰男 

 

吸収合併に関する事前開示書面（変更） 

当社は、2021年12月9日付で当社と株式会社プレナス・エムケイとの間で締結した吸収合併契

約書に基づき、2022年6月1日を効力発生日として、当社を吸収合併存続会社、株式会社プレナ

ス・エムケイを吸収合併消滅会社とする吸収合併を行うことといたし事前開示書面を備置してお

りますが、2022年5月23日付で株式会社プレナス・エムケイにおける2022年2月期（令和3年3月1

日から令和4年2月28日）の計算書類等が承認されたことに伴い、開示事項に変更が生じましたの

で、会社法施行規則第191条第７号の規定に基づき、下記のとおり変更後の事項を開示いたしま

す。 

 

記 

 

4．吸収合併消滅会社の計算書類等に関する事項（会社法施行規則第191条第3号） 

（１）最終事業年度に係る計算書類等 

最終事業年度の計算書類等は別紙のとおりです。 

（２）最終事業年度に生じた重要な後発事象 

該当事項はありません。 

 

 

 

以上 
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事 業 報 告 
 

令和3年3月 １日から 

令和4年2月28日まで 

１．株式会社の現況に関する事項 

（１）事業の経過及びその成果 

外食産業におきましては、前年に引き続き、コロナウイルス感染拡大の影響による、自治体からの要請による時短営

業や顧客の消費行動の鈍化などにより、非常に厳しい事業環境が続きました。 

このような状況の中、ＧｏToＥａｔへの参加や、テイクアウトやデリバリーサイトの売上増加の施策を実施いたしました。

また、1人1鍋テーブルや料理提供のための特急レーンをテスト店舗に設置し、より安心してご来店いただけるための

店舗環境を整える取り組みをいたしました。 

出退店につきましては、出店０店舗、退店１店舗という結果となりました。 

以上の結果、当期の期末店舗数は2５店舗、売上高は 1,848 百万円（前期比85.8％）となりました。また､経常損失は

192 百万円､当期純損失は 240 百万円となりました。 

 

 

 

（2）財産及び損益の状況の推移 

                                                                      （単位：千円） 

 

期別 

項目 

 

第26 期 

（30/3～31/2） 

 

第27 期 

（31/3～R2/2） 

 

第28 期 

（R2/3～R3/2） 

 

第2９期 

（R3/3～R4/2） 

売 上 高 3,442,482 3,309,954 2,154,506 1,848,906 

経 常 損 失 121,539 376,351 224,368 192,022 

当 期 純 損 失 253,160 1,370,142 324,274 240,000 

1株当たり当期純損失 50,721 円57 銭 274,028 円57 銭 64,854 円84 銭 48,000 円09 銭 

総 資 産 745,797 683,361 527,816 400,525 

純 資 産 △1,164,098 △2,534,241 △2,858,515 △3,098,516 

1 株当た り純資産 △233,286 円27 銭 △507,863 円99 銭 △572,848 円82 銭 △620,945 円10 銭 
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（４）対処すべき課題 

当社は、食に携わる企業として、お客様にとって安全かつ安心な商品・環境を常にご提供できる体制の確保を対処

すべき最優先課題として捕らえております。また、競合他社との差別化ができる商品およびサービスの開発に取り組み、

効果的な販売促進活動により既存顧客の囲い込みに努め、売上の拡大を図ります。 

コスト面においては、全社における人件費の削減、店舗での原価及びロス削減やシフト管理強化により店舗収益性の

向上を図ります。 

 

（５）重要な親会社及び子会社の状況 

   ①重要な親会社の状況 

会 社 名 資 本 金 当社に対する議決権比率 当 社 と の 関 係 

株式会社プレナス 3,461 百万円 100％ 食材の仕入等 

また、当社は令和4 年6 月1 日に上記株式会社プレナスを存続会社とし、合併することとなっております。 

 

 ②重要な子会社の状況 

  該当事項はありません 

 
（６）主要な事業内容 

当社は、鍋と飲茶を主なメニューとし、単品・セット・食べ放題の様々なタイプに対応できる構成とした「ＭＫレストラ

ン」の経営を行っております。 

 

（７）主要な事業所 

本 店         福岡市博多区上牟田一丁目19 番21 号 

本 社         福岡市博多区上牟田１丁目20 番1 号プレナス第二ビル 3Ｆ 

営 業 店         直営店 2５ 店 

 

（８）従業員の状況 

当 期 末 従 業 員 数 前 期 末 比 増 減 平 均 年 令 平 均 勤 続 年 数 

     41 名  3 名増加 38.76 才     9.83 年 

注１、上記従業員数のほか、パートタイマーの期中平均雇用人員は 183 名（1 日8 時間換算）であります。 

注２、上記従業員のうち、38 名は令和4 年3 月1 日に株式会社プレナスへ移籍いたしました。 

 

（９）主要な借入先の状況 

借入先 借入額 

株式会社プレナス 1,995 百万円 
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２．会社の株式に関する事項 

（1）発行可能株式総数 8,000 株 

（2）発行済株式の総数 5,000 株 

（3）株主数 1 名 

（4）株主 

株 主 名                      持 株 数         

 

株 式 会 社 プ レ ナ ス 

株 

4,990 

上記のほか、当社が自己株式として 10 株を保有しておりますが、当該株式については、会社法第308 条第２項の規定に

より議決権を有しておりません。 

 

 

３．会社役員に関する事項 （令和４年2 月28 日現在） 

氏 名 地 位 及 び 担 当 重 要 な 兼 職 の 状 況 

 

金 子 史 朗 

 

ﾘ ｯ ﾄ ・ ﾃ ｨ ﾗ ｺ ｰ ﾒ ﾝ 

山 脇 チ ズ ル 

藤 波 俊 行 

 

取 締 役 社 長 

（ 代 表 取 締 役 ） 

取 締 役 

取 締 役 

監 査 役 

 

株式会社プレナス 取締役 副社長執行役員 

 

MK RESTAURANT GROUP PUBLIC CO.,LTD CEO 

株式会社プレナス  上席執行役員 総務本部長 

株式会社プレナス  IR 室 室長 

 

 

４．内部統制システムに関する決定または決議の内容の概要 

  該当事項はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）事業報告の記載について 

１．金額は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。 

２．比率は、表示単位未満の端数を四捨五入して表示しております。 




